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12月20日（土）午前10時～

皆様に幸先きよく新年をお迎えして頂くた
めに、という願いを込めた祈禱会です。
　清々しい気分でお正月を迎えましょう。
　『お札』と『干支土鈴』をさしあげます。
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皆様に幸先きよく新年をお迎えして頂くた

良運皆来！
悪運退散！

一
歩
ま
た
　
一
歩
に
感
謝
　
秋
の
空

歩
け
る
こ
と
、
座
れ
る
こ
と
、
立
て

る
こ
と
、す
べ
て
が
仏
の
恵
み
で
あ
り
、

人
の
支
え
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
た

の
だ
と
、
身
を
も
っ
て
学
ん
だ
日
々
で

し
た
。

退
院
後
は
、
以
前
よ
り
計
画
し
て
お

り
ま
し
た
焰
魔
堂
の
建
立
と
、
令
和
4

年
3
月
16
日
福
島
県
沖
地
震
に
よ
り
多

大
な
被
害
を
受
け
安
全
上
の
観
点
か
ら

昨
年
4
月
に
解
体
し
た
山
門
の
再
建
に

も
本
格
的
に
着
手
し
て
お
り
ま
す
。

焰
魔
堂
は
、
閻
魔
大
王
を
お
祀
り
す

る
場
で
あ
る
と
同
時
に
、「
生
死
」
を

見
つ
め
、「
今
を
ど
う
生
き
る
か
」
を

静
か
に
問
い
直
す
道
場
で
も
あ
り
ま

す
。

「
光
陰
矢
の
如
し
」
と
は
、
古
来
よ

り
時
の
流
れ
の
速
さ
を
嘆
い
た
言
葉
で

す
。『
大
無
量
寿
経
』
に
は
「
人
命
は

無
常
な
り
、
た
と
え
ば
露
の
ご
と
し
」

と
も
説
か
れ
、
人
生
の
儚
さ
と
、
そ
の

中
に
生
き
る
尊
さ
を
静
か
に
教
え
て
く

れ
ま
す
。（
先
日
、
HP
へ
掲
載
し
た
タ

イ
ト
ル
と
同
じ
に
な
っ
て
し
ま
い
恐
縮

で
す
が
、
あ
の
時
は
、
年
を
重
ね
る
に

従
い
時
の
流
れ
が
早
く
感
じ
ら
れ
る
と

い
う
事
か
ら
記
述
し
ま
し
た
。）

本
年
、
私
は
長
年
患
っ
て
い
た
膝
の

不
調
が
悪
化
し
、約
二
ヶ
月
間
の
入
院
・

療
養
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
命
に

関
わ
る
病
で
は
な
い
と
は
い
え
、
思
う

よ
う
に
動
け
な
い
不
自
由
さ
の
中
で
、

日
々
の
当
た
り
前
が
い
か
に
尊
い
も
の

で
あ
っ
た
か
を
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
山
門
は
、
長
泉
寺
の
入
り
口
に

し
て
、
代
々
の
祈
り
と
歩
み
を
受
け
継

ぐ
象
徴
と
し
て
、
今
後
の
時
代
に
も
末

永
く
残
る
も
の
と
な
る
よ
う
、
願
い
を

込
め
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
事
業
は
、
私
一
人
の
力
で

は
到
底
成
し
得
ま
せ
ん
。
日
頃
よ
り
ご

支
援
く
だ
さ
る
檀
信
徒
の
皆
さ
ま
、
地

域
の
皆
さ
ま
の
お
か
げ
と
、
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

恩
を
知
り　
恩
に
報
い
よ　
こ
れ
仏
の
道

（『
涅
槃
経
』）

こ
の
教
え
を
胸
に
、
膝
を
い
た
わ
り

つ
つ
も
、
今
後
も
一
歩
一
歩
、
皆
さ
ま

と
共
に
歩
ん
で
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。皆

さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
日
々

の
忙
し
さ
の
中
で
、
ほ
ん
の
少
し
で
も

心
を
整
え
る
時
間
を
持
た
れ
ま
す
よ
う

願
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
来
た
る
年

が
、
皆
さ
ま
お
一
人
お
ひ
と
り
に
と
っ

て
、
穏
や
か
で
実
り
多
き
一
年
と
な
り

ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

長
泉
寺
住
職　

奥
野
成
賢

除災招福祈禱除災招福祈禱会会

光
陰
矢
の
如
し―時

を
惜
し
み
、
今
を
味
わ
う
―
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12月31日（水）午後 11時～

令和 ８ 年 1月10日 （土） 午前１０時～

除夜の鐘
令和 8 年 1 月 3 日 （　土　） 午前 10時～

新年の万福多幸と家門繁栄を祈願します。
どなたもご自由にご参拝下さい。
　　　　　　　『特別祈禱札』と『干支置物』
　　　　　　　をさしあげます。

新年大般若祈禱会新年大般若祈禱会

厄払い・願いごと祈禱会厄払い・願いごと祈禱会
 この春、「 」との
願いを込めて、1 月 10 日 ( 土 ) 午前10 時
から『厄払い・願いごと祈禱会』を開催し
ます。
『イ～予感（伊予柑）』をプレゼントします。
良縁・結婚・合格、何でもＯＫ！

除夜の鐘除夜の鐘
大晦日大晦日

◎ご参拝の方に、年越しそば（カップ麺）
を差し上げます。（なくなり次第終了です。）

年末年始、12月30日（火）より1月3日（土）までご葬儀はお休みします。

 この春、「
願いを込めて、1 月 10 日 ( 土 ) 午前10 時

イ～予感がありますように！

をプレゼントします。
是非、おいで下さい！

鐘楼での鐘撞きは、危険なため今年も
｢鐘撞堂」で行います。

  新型コロナをはじめインフルエンザ等の感染症が流行しています。
   　いずれの行事への参加も「マスク着用」でお願い致します。
  
   　いずれの行事への参加も「   　いずれの行事への参加も「   　いずれの行事への参加も「
  
   　いずれの行事への参加も「

是非、おいで下さい！

　　　　　　　『特別祈禱札』と『干支置物』
　　　　　　　をさしあげます。



毎年恒例の節分会、行います！
どうぞご家族おそろいでおでかけ下さい。
縁起物の『福豆』をおひろい下さい。
たくさんの福菓子も用意してあります。
  （参加費無料）

どうぞご家族おそろいでおでかけ下さい。

　２月１日 （日）　午後２時から

節
せ つ ぶ ん ま め

分豆ま
ま き

き会
か い

　２月１日 （日）　２月１日 （日）

長泉寺本堂・みねの里多目的ホール使用（謝礼）表
用途 法要のみ 葬儀のみ 通夜・葬儀・法要 その他の活動

使用料（謝礼） 0円 0円 30,000 円 5,000 円
午前9時～午後 4時会食が伴う場合 10,000 円 10,000 円

　　　　 ※その他、祭壇使用料はゼロ。葬祭会館よりはるかにリーズナブルです。

少人数の場合にはみねの里多目的ホールの利用をお勧め致します

長
泉
寺
の
本
堂
は
県
内
最
大
級
の
広
さ
で
、
庭

に
囲
ま
れ
た
開
放
的
な
構
造
と
換
気
設
備
に
よ
り
、

密
を
避
け
た
安
心
な
葬
祭
が
可
能
で
す
。
少
人
数

の
場
合
は「
み
ね
の
里
」の
利
用
が
お
す
す
め
で
す
。

「
本
堂
」「
み
ね
の
里
」

利
用
の
お
す
す
め

開放的な本堂です。
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※令和 7年 2月 8日に行われた豆まきの様子です。
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①
彗
恩
禅
師
之
碑

長
泉
寺
・
第
二
十
九
世
彗
恩
禅
師
を

顕
彰
す
る
た
め
に
建
て
ら
れ
た
碑
で
す
。

②
道
悟
禅
師
乃
碑

長
泉
寺
・
第
三
十
八
世
道
悟
を
顕
彰

す
る
た
め
に
建
て
ら
れ
た
碑
で
す
。

③
日
露
戦
役
忠
魂
碑

日
露
戦
争
（1904

〜1905

年
）
で

戦
没
し
た
人
々
の
霊（
忠
魂
＝
忠
を
も
っ

て
命
を
さ
さ
げ
た
魂
）
を
慰
霊
・
顕
彰

す
る
た
め
に
建
て
ら
れ
た
碑
で
す
。

④
寶
珠
幹
来
（
ほ
う
し
ゅ
か
ん
ら
い
）

⑤
小
川
先
生
顕
徳
之
碑

（
お
が
わ
せ
ん
せ
い
け
ん
と
く
の
ひ
）

⑥
根
本
培
翁
碑

（
ね
も
と
ば
い
お
う
ひ
）

⑦
頴
川
先
生
之
碑

（
え
が
わ
せ
ん
せ
い
の
ひ
）

⑧
戊
辰
戦
死
之
碑

⑨
柳
剛
流
祖
岡
田
先
生
之
碑

江
戸
後
期
の
剣
術
流
派
「
柳
剛
流
」
の

開
祖
で
あ
る
岡
田
一
刀
斎
用
寛
先
生

を
顕
彰
し
た
記
念
碑
で
す

⑩
廣
西
先
生
碑

（
こ
う
さ
い
せ
ん
せ
い
の
ひ
）

⑪
唾
石
先
生
碑

（
す
い
せ
き
せ
ん
せ
い
の
ひ
）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

③
日
露
戦
役
忠
魂
碑

（
お
が
わ
せ
ん
せ
い
け
ん
と
く
の
ひ
）

⑧
戊
辰
戦
死
之
碑

⑨
柳
剛
流
祖
岡
田
先
生
之
碑

長
泉
寺
・
豊
碑
林

※
場
所
は
、
東
墓
地
の
南
側
に
あ
り
ま
す
。



■
護
持
会
費
に
つ
い
て

長
泉
寺
護
持
会
で
は
、
こ
れ
ま

で
25
年
間
年
会
費
を
３
、０
０
０

円
に
据
え
置
い
て
き
ま
し
た
が
、

近
年
の
火
災
保
険
料
な
ど
の
固

定
費
や
物
価
の
上
昇
に
よ
り
財

政
が
厳
し
く
な
り
、
営
繕
積
立

金
の
確
保
が
困
難
な
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。

将
来
の
災
害
へ
の
備
え
の
た

め
に
も
積
立
の
再
開
が
必
要
と

判
断
さ
れ
、
慎
重
な
検
討
の
結

果
、
年
会
費
を
２
、０
０
０
円
値

上
げ
す
る
（
合
計
５
、０
０
０
円

に
す
る
）
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま

し
た
。

会
員
の
皆
様
に
は
ご
負
担
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
長
泉
寺
の

維
持
と
未
来
の
た
め
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。（

長
泉
寺
護
持
会
事
務
局
）

■
各
自
、
お
墓
は
草
取
り
等
を
行

い
、
い
つ
で
も
気
持
ち
良
く
お
墓

参
り
が
出
来
ま
す
よ
う
一
人
一
人

心
が
け
て
下
さ
い
。
他
の
方
の
墓

に
迷
惑
が
か
か
ら
ぬ
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
も
の
で
す
。

■
墓
地
清
掃
事
業
者
の
ご
紹
介

（
公
）
角
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
４
ー
６
３
ー
５
１
１
２

受
付　
月
〜
金
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
古
く
な
っ
た
卒
塔
婆
の
お
焚
上

げ
用
カ
ゴ
を
設
置
し
て
お
り
ま

す
。こ

の
カ
ゴ
は
読
経
し
て
お
焚
上

げ
す
る
物
品
の
た
め
の
聖
な
る
カ

ゴ
で
す
。
ゴ
ミ
箱
で
は
あ
り
ま
せ

ん
！
そ
の
他
の
ゴ
ミ
は
入
れ
な
い

で
下
さ
い
。

■
凍
結
防
止
の
た
め
、
長
泉
寺
墓
地

の
水
道
を
12
月
25
日

よ
り
3
月
10
日
ま
で

止
水
し
ま
す
。

な
お
、
天
候
に
よ

り
期
間
を
変
更
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
お
墓
を
き
れ
い
に
！

お
墓
を
参
拝
時
に
持
参
し
た
御
供

物
は
、
お
参
り
後
そ
の
場
で
召
し

上
が
っ
て
い
た
だ
く
か
、

お
持
ち
帰

り
下
さ
い
。

鳥
獣
被
害

防
止
の
為

で
す
。

供
え
る

花
は
「
生

花
」
に
し
て
下
さ
い
。

「
造
花
」
は
使
用
し
な

い
で
下
さ
い
。
暴
風
等

で
飛
ば
さ
れ
ゴ
ミ
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
お
墓
に
は
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
缶

ジ
ュ
ー
ス
類
を
放
置
し
な

い
で
下
さ
い
。
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長
泉
寺
か
ら
の

お
知
ら
せ
と
お
願
い

百

回

忌

五
十
回
忌

三
十
七
回
忌

三
十
三
回
忌

二
十
七
回
忌

二
十
三
回
忌

十
七
回
忌

十
三
回
忌

七

回

忌

三

回

忌

一

周

忌

年
回
表

（
２
０
２
６
年
）

昭
和
２
年
（
１
９
２
７
年
）

昭
和
52
年
（
１
９
７
７
年
）

平
成
２
年
（
１
９
９
０
年
）

平
成
６
年
（
１
９
９
４
年
）

平
成
12
年
（
２
０
０
０
年
）

平
成
16
年
（
２
０
０
４
年
）

平
成
22
年
（
２
０
１
０
年
）

平
成
26
年
（
２
０
１
４
年
）

令
和
２
年
（
２
０
２
０
年
）

令
和
６
年
（
２
０
２
４
年
）

令
和
７
年
（
２
０
２
５
年
）

※
場
所
は
、
北
側
入
り
口
側
に
あ
り
ま
す
。
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お 知らせ！お 知らせ！お 知らせ！
年末年始、12月30日（火）より1月3日（土）までご葬儀はお休みします。
~長泉寺からのお知らせ~~長泉寺からのお知らせ~~長泉寺からのお知らせ~~長泉寺からのお知らせ~~長泉寺からのお知らせ~~長泉寺からのお知らせ~~長泉寺からのお知らせ~~長泉寺からのお知らせ~~長泉寺からのお知らせ~~長泉寺からのお知らせ~~長泉寺からのお知らせ~~長泉寺からのお知らせ~~長泉寺からのお知らせ~~長泉寺からのお知らせ~~長泉寺からのお知らせ~~長泉寺からのお知らせ~~長泉寺からのお知らせ~~長泉寺からのお知らせ~~長泉寺からのお知らせ~~長泉寺からのお知らせ~~長泉寺からのお知らせ~

○
亥
年
生
の
人

○
戌
年
生
の
人

○
酉
年
生
の
人

○
申
年
生
の
人

○
未
年
生
の
人

○
午
年
生
の
人

○
巳
年
生
の
人

○
辰
年
生
の
人

○
卯
年
生
の
人

○
寅
年
生
の
人

○
丑
年
生
の
人

○
子
年
生
の
人

八

幡

大

菩

薩

八

幡

大

菩

薩

不

動

明

王

大

日

如

来

大

日

如

来

勢

至

菩

薩

普

賢

菩

薩

普

賢

菩

薩

文

珠

菩

薩

虚

空

蔵

菩

薩

虚

空

蔵

菩

薩

千
手
観
音
菩
薩

一
代
守
り
本
尊


